
本部

かながわＦＡＲＭ21 

10 月 23 日、 神奈川県民ホールにおいて 「平成 31 年度かながわＦＡＲＭ21 発表会」 が

行われ、 ＪＡ横浜からは青年の主張の部に３事例の発表がありました。

 結果は以下の通りです。

【農業青年主張の部】（発表順）

発表結果

① 「アメリカ研修 （就農）」

 ＪＡ神奈川つくい青壮年部 石井 佑治

☆優秀賞

② 「経験と将来ー海外研修を経てー」

 ＪＡ横浜青壮年部中田支部 小島 諒太

☆優秀賞

③ 「私の農業」

 ＪＡ横浜青壮年部豊田支部 星野 雄一郎

☆優秀賞

④ 「～支え合ってこそ発展の近道？」

 さがみ農協藤沢市青壮年部御所見支部 和田 良勝

☆優秀賞

⑤ 「農家を継ぐということ」

 ＪＡ横浜青壮年部港北支部 神本 大輝

☆優秀賞

⑥ 「農家一代目の決意」

 ＪＡいせはら青年部高部屋支部 辻 敦史

☆特別賞

⑦ 「心地よい場所この川崎に」

 ＪＡセレサ川崎宮前支部  篠田 隆文

☆県知事賞・県青協委員長賞

⑧ 「日々の課題と向き合う」

 ＪＡセレサ川崎菅支部 上原 孔太郎

☆優秀賞

※県青協委員長賞受賞者は令和元年 12月５日に行われる関東甲信越地区大会へ神奈川県代

表として出場します。



 



和泉 

ソフトボール関東甲信越大会 

 

 10 月 10 日、 新潟県阿賀野川河川公園運動広場にて第 42 回ＪＡ関東甲信越地区青年部

親善球技大会に神奈川県代表として和泉支部がソフトボールで 14 年ぶりに出場しました。  

 当日は夏の陽射しを思わせるような残暑厳しい中、 各県から勝ち上がってきた代表チー

ムの熱戦が繰り広げられました。  

 初戦は千葉県代表と対戦。 昨年は神奈川県代表で大正支部が対戦し、 惜しくも敗戦し

てしまった因縁の相手。 屈辱を晴らすべく気合を入れて試合に臨みました。  

 試合は初回に和泉支部が先制し、 幸先の良いスタートを切りました。 しかし、 次の回

には千葉県代表の猛攻を受け逆転されてしまいました。 それでも和泉支部は若手のパワー

で食い下がりすぐに追いつくことに成功。  

 両チームとも一進一退の攻防を繰り広げ、 どちらが制するか目が離せない中、 和泉支

部が１点ビハインドで迎えた最終回裏の攻撃。 ノーアウト満塁で和泉支部にサヨナラの最

大のチャンスが訪れました。 誰もが勝利を確信しましたが、 結果は三者凡退で試合終了。 

一瞬手にしかけた勝利がスルリとこぼれ落ち、 惜しくも試合に負けてしまいました。  

 試合は悔いの残る内容になってしまいましたが、 夜は同日軟式野球の方で神奈川県代表

として出場していたフラグメンツと、 応援に駆けつけてくれた本部の方達で試合を振り返

りながら懇親会を行いました。  

 令和２年は和泉青壮年部創立 50 周年記念ということもあり、 大きな節目の年に遺産を

残せたのは大変よかったなと思います。  

 今回、 新潟県まで応援に駆けつけてくださいました本部の皆様、 和泉支部の職員の皆

様、 そして青壮年部のＯＢの皆様、 本当にありがとうございました。  

 試合に出場された選手のみなさんお疲れ様でした。 

 

 



 

日野 

俺たちの焼き芋、いかがですか！ 

 

 11 月 23・24 日、 日野支店港南台支店の農業まつりが行われ、 青壮年部も例年のとお

り模擬店を出店。 あいにくの雨模様ではありましたが、 部員、 職員の協力でまつりを盛

り上げました。  

 今年の目玉は、 焼き芋。 部員の畑で育てたサツマイモを焼き芋にし販売。 量の足りな

い分は青壮年部支部ＯＢと他支部の部員の協力を得て原産地 （人） がはっきりとわかる

地産地消の焼き芋になりました。  

 この他、 流行のタピオカミルクティーを急きょ導入。  

 例年にましてバラエティーに富んだものとなりました。 

 

 



都筑中川 

大盛況！ 

 

 11 月 16・17 日、 きた地区ＪＡまつりが開催されました。 両日とも天候に恵まれ、 絶

好の祭り日和となり、 たくさんのお客様が来場されました。  

 今年も焼きそばを販売させていただきました。 両日ともに早くから販売準備をしました

が、 開始と同時に徐々に在庫がなくなっていき、 途切れることのないお客様の列が出来

てしまい大変でした。 焼きあがるまで待たせてしまうこともありましたが、 順調に焼い

ていき、 おかげさまで、 終了１時間前にはすべての在庫を売り切ることが出来ました。 こ

れも部員の皆さんとお手伝い頂いた職員の皆さんのおかげです。 本当にお疲れ様でした。  

 翌週に行われた打ち上げも、 職員の方々を交えて楽しく行われました。  

 皆さん、 次回も頑張りましょう。 よろしくお願いいたします。 

 

 



金沢 

収穫 

 

 10 月 17 日、『金沢ぴよっこ保育園』 にて、 園児が育てた稲と、 サツマイモの収穫を手

伝いに行きました。  

 今年は天候不順の影響か？稲、 サツマイモ共に生育が悪く、 生き物を育てる難しさを、 

園児は経験しました。 年少、 年中はハサミ、 年長は鎌を使い、 稲刈り。 サツマイモは、 

素手で探し出しました。 収量は少ないけれど、大騒ぎしながら、 楽しく収穫できました。  

 最後に園児と、 収穫したお米を２月に一緒に食べるお約束をしてバイバイしました。 
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